
 

             

             

                                                     

                                                          

           

   

＜要旨＞ 

 「平成」の 30 年間で日本とアフリカを取り巻く状況は激変した。日本は経済成長が止

まり、国力が低下している。一方、かつて日本人が時に哀れみの視線を注ぎながら援助し

ていたアフリカでは、多くの国で経済成長が持続し、平和と民主主義の定着が進んでい

る。2050 年に世界人口の 4 人に 1 人を占める「豊穣の大陸」と、少子高齢化に喘ぐ日本

はどう向き合えばよいのか。アフリカとの関係構築に日本再生の手がかりはあるのか。本

書はアフリカについての入門書ではなく、特定の問題を論じた専門書でもない。現代アフ

リカ社会の諸相に焦点を当てつつ、時にアフリカ側に自らの視座を定めて日本を観察し

たエッセイ集である。アフリカは一部の国、地域では武力紛争が続いているものの、平和

と民主主義の定着が各地でみられ、多くの国々で経済成長が長期にわたって持続し、初等

就学率が上がり、乳幼児死亡率の顕著な低下が観察されている。 

 

＜感想＞ 

新しい関係を構築するためにはアフリカを知るだけでなく、アフリカという鏡に映し

出されている日本の姿を観察して、自画像を適切に再認識する必要がある。私は筆者の

このコメントにとても心が打たれた。私たち人間は人と関係を構築するとき、相手の鏡

に映し出されている自分の姿を観察して、自画像を適切に再認識する必要があると考え

る。だが、このステップができている人はどれほどいるのだろうか？できていない人が

一定数いるため、人間関係のごちゃごちゃは常に身近なものとして存在していると考え

る。新しい関係を構築するためのステップを国と国で行うことは、人対人に比べて一層

難しいと思う。そのため、まずは実生活の中でこのステップを取り入れたいと考える。 
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